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IDC の見解 

オペレーティングシステム（OS：Operating System）は、インフラストラクチャの重要な構成要素

である。コンピューティングは、知っての通り、OSの存在なくしては成り立たない。OS は、シ

ステムのハードウェアとそこで稼働するアプリケーションを密接に結びつける接着剤である。市

場のダイナミクスとワークロードの要求が進化し続ける中、企業が、デジタルトランスフォーメ

ーション（DX）のジャーニーを続け、革新的な次世代のテクノロジー、具体的には先進的なハイ

ブリッドおよびマルチクラウドコンピューティング、クラウドネイティブアプリケーション、

AI/ML（Artificial Intelligence/Machine Learning：人工知能／機械学習）、IoT（Internet of Things）、

エッジコンピューティングなどの採用を拡大するにつれ、オペレーティングシステムの役割がさ

らに拡大する特筆すべき機会が訪れている。  

IDC は過去数年間に渡って、これらのテクノロジーの採用を加速するためにエンドユーザーが

Linux 環境への支持を強めつつあるという、オペレーティングシステム市場における顕著な変化を

目の当たりにしてきた。オペレーティングシステムの導入決定に影響を与える主な要因として、

エンドユーザーである顧客は、幅広い技術的な能力に加え、さまざまな展開モデル（すなわちベ

アメタルインスタンス、仮想インスタンス、コンテナ化インスタンス）や展開場所（すなわちパ

ブリッククラウド、プライベートクラウド、従来のデータセンターIT）についての Linux の柔軟性

を当然のように挙げている。IT がハイブリッドおよびマルチクラウドの世界へと軸足を移しつつ

ある中、IDCは、このトレンドは今後も続き、それに合わせて Linux ベースのオペレーティングシ

ステムはその勢いを維持していくと予測している。 

こうした IT トレンドの中心で、それを支えるコアオペレーティングシステムは、柔軟性や性能だ

けでなく、信頼性や安全性も兼ね備えていなければならない。Linux ベースのオペレーティングシ

ステムの場合、ビジネスでの利用については特に堅牢性の維持と同時にオープンソースの歴史に

も忠実でなければならない。組織は、日々IT 戦略のバックボーンとして機能し、業務の全領域を

サポートするコアオペレーティングシステムを選択するという重要かつ潜在的にコストのかかる

決断を迫られている。この決断をさらに複雑にしているのが、エンドユーザー向けオペレーティ

ングシステムの分野におけるプロバイダーとオプションの多さである。このようなタイプのプロ

バイダーの中で、Red Hatはオペレーティングシステム市場のダイナミクスの本質を捉え、主力製

品である Red Hat Enterprise Linux でエンドユーザーに魅力的な選択肢を提供していると IDCは考

える。Red Hat Enterprise Linux は、Red Hat の他の製品ポートフォリオを支えると同時に、企業が

インフラストラクチャスタックを構築しカスタマイズする上で重要となるコアデータセンターIT
の基盤を生み出すことになる。そこで構築されたインフラストラクチャスタックは、現在から将

来に向けての最も厳しいエンタープライズワークロードの要求にも耐えられるセキュリティ、柔

軟性、機能を備えエンドユーザーに提供可能でなければならない。 
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概況 

オペレーティングシステムの役割 
オペレーティングシステムは、データセンターの基盤となるコンポーネントである。オペレーテ

ィングシステムによって、世界中の企業はデジタル経済における競争で優位に立てる。オペレー

ティングシステムの役割は、オンプレミスのデータセンターに限定されたものから、ワークロー

ドに関するエンドユーザーの優先度の変化に合わせたクラウドやエッジの導入など、さまざまな

ユースケースを含むものへと時間と共に進化してきた。過去数年の間に、オペレーティングシス

テムは信頼性の高いユーザーエクスペリエンスを提供しながら、さまざまなタイプの環境を統合

するために、次第に柔軟性を高めてきた。その結果、顧客はワークロードを合理化し、データセ

ンター内でクラウドベースの効率性を活用する（つまりコストを削減し、より予測可能な OPEX
モデルにシフトする）だけでなく、ハイブリッドやマルチクラウド戦略を活用することで、全体

的なコンピューティング能力を向上させられるようになってきた。 

組織が DX に取り組み、次世代化への IT 戦略を取り込むことで、オペレーティングシステムの役

割はさらに拡大する。これには、次に掲げるさまざまな環境と OSの互換性の問題も含まれる、

つまり、今後 DevOpsがいっそう重要視されることになるクラウドネイティブアーキテクチャや

マイクロサービスアーキテクチャ、さらに仮想化環境やコンテナ化環境と OS との関係性であ

る。これを実現するためには、これらすべての環境を通じて、オペレーティングシステムのアジ

リティと信頼性が重要な鍵となる。最終的には、オペレーティングシステムをインフラストラク

チャソフトウェアの一部として単独で捉えるのではなく、その上に構築できるものやエンドユー

ザーに提供する効率性というレンズを通して捉える必要がある。 

なぜ Linux が好まれるのか 
最新のアプリケーションの開発と展開は、ビジネスニーズに最適なオペレーティングシステムの

選択にかかっている。これによって、エンドユーザー向けに Linux ベースの OSE（Operating 
System Environment：オペレーティングシステム環境）を選択するという決定がなされることが多

いように見える。ユーザーが Linux OSE の導入を選択する理由を次に示す。 

 インスタンスタイプ（つまり、ベアメタル、仮想化、コンテナ化）や展開場所（つまり、

オンプレミス、パブリッククラウド、プライベートクラウド、ハイブリッドクラウド、マ

ルチクラウド）を問わない導入の柔軟性とシームレスなユーザーエクスペリエンス（ま

た、この種の柔軟性と安定性は、x86 や x86 以外のプロセッサーである、Arm、POWER、
SPARC、RISC-V などの幅広いアーキテクチャにも合致している）。 

 新しい OSE を作成し、既存の OSE を維持する活発で広範囲に及ぶオープンソース開発者

コミュニティ（このコミュニティによって、エンドユーザーはワークロードの開発、テス

ト、導入ができる幅広い OSE ディストリビューションにアクセスでき、そのナレッジベ

ースから直接得られるフィードバックのおかげで新しい特性、機能、セキュリティパッチ

のリリースサイクルを高速化できる） 

 OSE 上で直に使用されサポートされる最新のアプリケーション開発ツールやフレームワ

ークを使用することで得られる開発のアジリティ 

 商用の Linux OSE であれば、それを提供しているベンダーから大規模エンタープライズシ

ステムと同等のサポートを受けられる 

上記項目のほとんどは、最新の Linux S-OSE（Server OSE）の説明としても極めて一般的なもので

ある。これには、オープンソースコミュニティが提供することでエンドユーザーが自由に使える

ディストリビューションもあれば、有料での販売という形態でのみ提供される Linux も存在す

る。しかし、この状況は、コミュニティにおいてこの 2 種類の Linux の共存を難しくしているとい

うわけではない。Red Hatは、どちらかと言えば商用 Linux のベンダーとして知られているが、財

政的支援、および共同体という発想に基づくオープンソースへの貢献、という 2つの面でリーダ

ー的存在となっている。 
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Linux への移行が続く S-OSE 市場 
これらの利点を考慮すると、Linux が世界中のデータセンター内で人気のある選択肢であることは

驚くには当たらない。IDCの調査はこの見解を裏づけている。IDCの調査では、S-OSE 市場は

Linux にますます傾倒しており、導入率の拡大は競合製品を上回っている。過去 4 年間で、Linux
ベースの導入シェアは 2 桁の伸びを示しており、2020年 1の S-OSE 市場では全体の約 61％を占め

ている。さらに、IDC は、Linux S-OSE の総導入数が 5 年間の年間平均成長率（CAGR：Compound 
Annual Growth Rate）で約 8％成長し、そのうち有料の商用サブスクリプション（Red Hat Enterprise 
Linux など）は同期間に CAGR で 5.5％増加すると予測している。 

明らかに、Linux には、S-OSE 市場における可能性がまだ十分存在する。S-OSE 市場で Windows や
UNIX からシェアを奪い続けることから、Linux の柔軟性と安定性は、OSE の継続的な成長の柱と

なるに違いない。また、IT 消費者がクラウドへの移行を進める中、多くのクラウド SP（Service 
Provider：サービスプロバイダー）が（社外の顧客向けと社内プロセス向けの両面で）サービスの

主要基盤を Linux に切り替えているため、S-OSE 市場における Linux の実績はさらに高まると予測

される。加えて、Linux は、高度なパフォーマンス集約型ワークロードおよびデータ集約型ワーク

ロード（たとえば、モデリングとシミュレーション、ビッグデータと分析、AI/ML）やニッチ環

境（たとえば、高速化、高性能、大規模並列コンピューティング）において望ましいオペレーテ

ィングシステムであることが多い。 

しかし、多くのワークロードに関して、Linux はすでに新規導入においては「定番の」オペレーテ

ィングシステムの地位を獲得しており、商用版はコミュニティの Linux を含む他のすべてのオペ

レーティングシステムを抑え、最も多く選ばれている（Figure 1 を参照）。調査対象の 18 種類の

ワークロードのうち 12 種類のワークロードで、商用の Linux が無料の Linux ディストリビューシ

ョンと Linux 以外の競合製品の両方を抑え、最も選ばれるオペレーティングシステムとして支持

されている。これらのワークロードは、アプリケーション開発およびテスト、ビジネスアプリケ

ーション（すなわち ERM（Enterprise Resource Management）、CRM（Customer Relationship 
Management））、データ管理（構造化 DA（Data Analytics）、構造化 DM（Data Management）、コ

ラボレーションアプリケーションなど、大規模な分野や急成長中の分野に渡っている。 

 
1 詳細は、『Worldwide Server Operating System Environments Market Shares, 2020: S-OSE Market Remains Resilient 
Despite the Global Pandemic（IDC #US48127621、2021 年 8 月発行）』を参照。 
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FIGURE 1 

ワークロード別の主要採用 OS — 有料／商用 Linux が高位を占める 
Q. オンプレミスで次の種類のワークロードをサポートする場合、主に採用する OSE は何です

か？（＊は、有料／商用 Linux が最高位であったワークロード） 

 

* 印の付いたワークロードは、有料／商用 Linux が最高位であったことを示す 

Note: 本調査は Red Hat の協賛によって実施された 

n = 485 

Source: IDC's Server Operating System Survey, January 2021 
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なぜ Red Hat Enterprise Linux なのか 
過去数年間で、企業が、より完全に統合された高度な IT モデルへの移行を進めるにつれ、ワーク

ロードに関する企業のニーズは進化し続け、より厳しい要件を求めると同時に複雑なものになっ

ている。現在、組織はこれまで以上に、IT の中でも最も厳しいいくつかのワークロードにまたが

るさまざまなオンプレミス、ハイブリッド、マルチクラウド環境のサポートを必要としている。

日々のビジネス運用や DX 戦略の一環として、高度で計算負荷の高いワークロードは、例外的な

存在ではなく、次第に標準的な課題になりつつあり、それに応じて組織は、この種の要求にシー

ムレスに対応できるオペレーティングシステムを必要としている。そこで Red Hat Enterprise Linux
の登場である。Red Hat Enterprise Linux は、市販のオペレーティングシステムとして、ライブパッ

チ、アップデート、アップグレードなどの機能だけでなく、他のいくつかの独自の差異化要因に

加えて、ほとんどのサプライヤーの提供範囲の大部分について自らサポートを提供している。そ

こには以下のサービスが含まれる。 

 他の Red Hat のポートフォリオとのシームレスな相互運用性：Red Hat Enterprise Linux は
Red Hatの主力製品であり、エンタープライズスタック内の他の製品を牽引している。 

 コアからクラウド、エッジまでの柔軟な導入：競争力の高いデジタル戦略の遂行にとっ

て、導入オプションの一貫性と予測可能性は重要である。これらの環境はすべて、Red 
Hat Enterprise Linux によって完全にサポートされている。 

 「臨戦態勢」にあるセキュリティ：Red Hat は、自社を組織のハイブリッドやマルチクラ

ウド戦略の重要な要素として位置づけており、その性質上、保護する環境が広範囲に渡る

ことから、さらなるセキュリティリスクが伴う。Red Hat Enterprise Linux は Red Hat Insights
と Smart Managementがバンドルされており、インフラストラクチャのセキュリティと運用

のリスクを先回りし、複数の IT 環境を同時に管理できる。 

 エンタープライズグレードの安定性、信頼性、サポートが提供されており、それには 10
年間のライフサイクルサポートが標準として含まれる。 

 ユースケースのニーズに合わせてエンドユーザーが多様なソリューションから選択でき

る充実のパートナーシステム。 

さらに、Red Hat Enterprise Linux は、構造化および非構造化に対する DA（data analytics）と DM
（data management）、特に Microsoft SQL Server に加えて、CRM と ERP（Enterprise Resource 
Planning、SAP を含む）、HPC（High-performance computing）、ビッグデータなどのさまざまなワ

ークロード設定でその価値を提供している。Red Hat Enterprise Linux 上の Microsoft SQL Server を取

り上げてみると、Microsoft SQL Server の顧客はこれまで Linux のアプリケーションとは考えていな

かった。しかしそれは時間と共に進化を続け、マイクロソフト独自の Windows Server 版と同等の

パフォーマンスレベルに達成し、このワークロードにとってはマイクロソフトの標準 Linux アー

キテクチャと位置づけられるまでに至っている。ワークロードに関して言えば、これは Red Hat 
Enterprise Linux の優れたパフォーマンス機能と柔軟性を示す 1 つの証にすぎず、Red Hatが商用オ

ペレーティングシステム市場で最大のサプライヤー2に上りつめることを支えてきたのである。 

課題と機会 

バイヤーが直面する OSE 選択の要因 
オペレーティングシステムを選択する際、企業はさまざまな課題や懸念に直面するが、その多く

はビジネスに関係するものと技術的なものの 2 つに分類できる。 

 
2 詳細は、『Worldwide Server Operating System Environments Market Shares, 2020: S-OSE Market Remains Resilient 
Despite the Global Pandemic（IDC #US48127621、2021 年 8 月発行）』を参照。 
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オペレーティングシステムの選択に関するビジネス上の上位 2 つの理由は、IT スタッフの経験／

利用可能なタレントプール（つまり、特定の OSE を扱えるスキルセットを持つ人材）および一つ

の OSE で全社を標準化することである（Figure 2 を参照）。 

商用 Linux ベンダーは、Figure 2 に記載されているビジネス上の理由のそれぞれに対して訴求でき

る。Red Hat Enterprise Linux の場合は、商用の Linux ベースの OSE として第 1位であり、そのた

め、このオペレーティングシステムで作業した経験のあるユーザー基盤が比較的大きいことを示

している。これは、Red Hat 独自のサポートと組み合わせると、このような経験に関連するスタッ

フの問題を軽減できるため、組織にとって魅力的な選択肢となっている。さらに、Red Hat 
Enterprise Linux の柔軟性とシステムの相互運用性のおかげで、企業は単一のオペレーティングシ

ステムを中心にインフラストラクチャの統合が実現でき、IT 運用の合理化とコスト削減を効果的

に行える。 

 

FIGURE 2 

現行のオペレーティングシステムを選択したビジネス上の理由 
Q. 貴組織で使用しているオペレーティングシステム環境（OSE）を選択したビジネス上の主な

理由は何ですか？ 

 

n = 511 

Note: 本調査は Red Hat の協賛によって実施されている 

Source: IDC's Server Operating System Survey, January 2021 
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技術的な課題に関しては、オペレーティングシステムを選択した理由の上位に、パフォーマン

ス、マイクロサービスベースのアプリケーションアーキテクチャとクラウドネイティブの開発手

法のサポート、安定性と信頼性、強固なセキュリティ（Figure 3 を参照）が挙げられたが、Red Hat 
Enterprise Linux はこれらすべての特性を備えている。 
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FIGURE 3 

現行のオペレーティングシステムを選択した技術的理由 
Q. 貴組織が使用しているオペレーティングシステムを選択した際の上位の技術的理由は何です

か？ 

 

n = 511 

Note: 本調査は Red Hat の協賛によって実施されている 

Source: IDC's Server Operating System Survey, January 2021 
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しかしながら、Red Hat が直面する具体的な課題もいくつか存在する。 

 クラウドでは不利な商用 Linux ベンダー：クラウドの Linux OSE は、S-OSE 市場全体では

最も急成長しているセグメントであるが、クラウド導入全体としては Linux の商用版の占

める割合は比較的小さくなっている。クラウドの Linux OSE は、クラウド SP が独占権を

持つものと、それ以外の無料のコミュニティディストリビューションの 2 つのグループの

いずれかに分類されるのが最も一般的である。前者の場合、クラウド SPが OSE のサポー

トを担当し、ユーザーのサブスクリプションにコストとして含まれる。この点では、Red 
Hat は不利であるが、エンドユーザーのハイブリッドクラウド戦略の重要な要素であるベ

ンダーロックインのリスクを最小化、あるいは排除するために、Red Hat はさまざまなク

ラウド SP との関係や認証を維持している（前述の Figure 2 を参照）。 

 商用 OSE の前払いの費用：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的な拡大が収

束し、企業が業務の回復と再運用を開始する中、ITバイヤーは予算の制約に直面してい

る。その結果、これらの潜在的なバイヤーの多くは、購入の決定を先送りにするか（また

は購入を決定する場合はコストの大幅な削減を目指す）、既存のレガシーインフラストラ

クチャを維持するか、OSE の無料版の導入を選択している（前述の Figure 2 を参照）。

Red Hatは、オペレーティングシステムにさまざまな低コストおよび無料の機能を追加す

るだけでなく、特にエッジでの導入オプションのサポートを拡大することによって、Red 
Hat Enterprise Linux の価値提案を強化すると共に、顧客のためにこれらのコストの一部を

軽減する支援を続けている。 

商用を支持する根拠 
商用ベンダーが直面する最大の課題の一つは、エンドユーザーに対し、無料のコミュニティ版と

比較して、自社製品の価値を実証することである。ベンダーは、有料の OSE の選択に関連する初

期ライセンスコストを正当化できなければならない。一般的に、有料の OSE は無料の OSE と比

較して、いくつかの利点がある。 

 堅牢性が高く、商用に適したソフトウェア：顧客にリリースする前に、商用の OSE は、

オープンソースに手を加えて強化し、堅牢な動作（追加のセキュリティの改善を含む）、

適切な拡張性、期待通りの機能を確保するようテストが実行されている。 

 セキュリティの脅威への効率的な改善：エンドユーザーによる直接の管理が必要であった

セキュリティの修正やパッチについて、商用ベンダーが専門スタッフを雇用して対応す

る。 

 予測可能なコスト：商用ベンダーは、サーバー数、導入数、その他の使用基準に応じてラ

イセンス費用を請求する。 

 明確なアップグレードパス：商業的にサポートされているソフトウェアは、顧客の投資を

考慮して、ハードウェアの互換性を維持するバージョン間のアップグレードを提供する。 

Red Hat Enterprise Linux は、これらの基準を完全に満たしている。Red Hatは 20 年以上に渡り、Red 
Hat Enterprise Linux の商用分野で Linux オープンソースコードを活用し、改良を続けてきた。現在

のオペレーティングシステムは、その柔軟性、信頼性、セキュリティで広く評価されており、

Insights や Smart Management などの他の Red Hat製品を包含しており、その価値をさらに高めてい

る。そして、おそらく最も重要なことは、他の Linux のコミュニティディストリビューションと

比較した場合、Red Hat Enterprise Linux は、クラス最高のサポートを提供しており、もしそうして

いなければエンドユーザーが負担していたコストの大幅な削減に役立っている点である。 

IT バイヤーへの提言 

オペレーティングシステムは、最終的に企業のインフラストラクチャスタックの核となるため、

その選択の重要性は計り知れない。この決定を下す IT バイヤーは、現在や将来に渡り、ビジネス

全体を通してもたらされる潜在的コストや付加価値に加え、オペレーティングシステム自体のパ

フォーマンスや機能、信頼性、セキュリティ、柔軟性など、さまざまな要素を考慮する必要があ



©2021 IDC #JP_US48260921 10 

る。特に、これらの基準のいずれかを満たす利用可能なオペレーティングシステムの数を考える

と、明らかに一筋縄ではいかない課題である。このような課題を念頭に置き、IDC は IT バイヤー

に対し、エンタープライズオペレーティングシステムの選択に関する提言を以下に示す。 

 組織の方向性と、それが OSE の決定にどのような影響を与える可能性があるかを理解す

べきである。オペレーティングシステムの決定は、複雑で多面的であり、企業がどの側面

や能力を最も評価しているかを知ることは、このプロセスにおける重要な情報である（そ

の多くは Figures 2、3 ですでに詳しく説明している）。さらに、IT バイヤーは将来のビジ

ネスプランとロードマップを念頭に置き、ますます高度化するさまざまな種類のワークロ

ードをサポートできる OSE を選択する必要がある。この点では柔軟性が重要である。 

 特にインフラストラクチャが複数のワークロード、展開場所、展開タイプにまたがってい

る組織は、DX ジャーニーをさらに進めている、または成功裏に完了している他の組織を

参考にすべきである。 

 「無料」と「有料」のコストとベネフィットを比較検討する — Linux ベースの OSE の決定

は、どの組織にとっても氷山の一角である。その後、ワークロードとオペレーションをサ

ポートするために、商用とコミュニティの OSE を含む 50 以上の一般的に知られたディス

トリビューションの中から、インフラストラクチャとして何を導入すべきか選択しなけれ

ばならない。無料のオープンソース Linux ディストリビューションは魅力的かもしれない

が、バイヤーは OSE の導入と維持、インフラストラクチャの管理、セキュリティの維持

に必要な追加のサポートをいくつか確認する必要がある。 

また、商用の OSE を選択する場合は、IT バイヤーはサプライヤーを選ぶ際に次の要素も考慮する

必要がある。 

 商用のエンタープライズグレードのサービスおよびサポートの可用性とレベル 

 オンプレミスおよびクラウド導入向けに最適化された信頼性と拡張性の確かな実績 

 ベアメタル、仮想マシン、コンテナへの対応力 

 エッジ／IoT を含む次世代アプライアンス向けの開発ツールやフレームワークへの対応力 

 インフラストラクチャのセキュリティ、可用性、信頼性を高めるパッチやアップデートの

迅速な展開能力 

 導入しているベンダーの製品を認証する他の ISV（Independent Software Vendor：独立系ソ

フトウェアベンダー）やハードウェアサプライヤーからなる幅広いパートナーネットワー

ク 

結論 

オペレーティングシステムは、あらゆる組織の IT 戦略の最前線にある。オペレーティングシステ

ムは、企業が顧客のために価値を創造するアプリケーションを構築し展開するためのプラットフ

ォームである。適切なオペレーティングシステムを選択することは、日常業務だけでなく、企業

が DX に取り組む際にも重要である。オペレーティングシステムは、エンドユーザーに一貫した

シームレスなエクスペリエンスを提供しながら、基盤となるさまざまな IT 環境を統合できなけれ

ばならない。Red Hat Enterprise Linux は、これらの要件を満たし、それを基に構築され、現在と将

来の両方のアプリケーションを強化するインフラストラクチャをサポートする強固な基盤を顧客

に提供する。 
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